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超高齢社会に対応する地域社会とは 
―ヒト・モノ・カネを地域内で循環させる

規制緩和の方向性について 

学習院大学・東京大学大槌町仮設まちづくり支援チーム 
新 雅史 
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人口減少と地域社会 

• １kmメッシュで見ると、2050年に、現在の居住

地域の６割以上の地点で人口が半分以下に
減少し、うち２割が無居住化（国土交通省『国
土のグランドデザイン2050』） 

• 各自治体は、学校や文化施設、公民館など
の公共施設を再編・削減する方針を打ち出し
ている 
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小学校・中学校数の推移 

学校基本調査より 
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公民館数の推移 

社会教育調査より 
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生活品・サービス業態の変化 
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厚生労働省「衛生行政報告例」より集計 

経済産業省「商業統計」より集計 
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地域経済のポテンシャル 
• 人口減少する街には可能性がないのか？ 
• じつは、人々の消費能力は一定程度ある 

 
• 人口1万人〜2万人規模の自治体では、自治体のな
かで１人あたり77.9万円の買物をしている（2010年国
勢調査と2007年商業統計より） 

• 大槌町の人口規模1万2千人→93億4797万円の消費
がないといけない 

• また、1000人程度の集落には、８億弱の小売売上が
あってもよい（じっさい、被災前は、大槌町の港町・新
港町・安渡・赤浜地区で、８億を超える売上があった） 
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被災前（2007年）、１キロメッシュの小
売店数 

赤浜地区 

安渡三丁目、港町、新
港町の一部、 

安渡２丁目の大半、安渡１丁
目、３丁目の一部 
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被災前（2007年）、１キロメッシュの 
小売売上高（単位：万円） 

港町・新港町・安渡・赤浜全体で、８億を
超える小売売上があった 
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年 商店数 従業者数 年間販売額
（百万円） 

売場面積
（㎡） 

1994年 301 1,007 13,629 20,804 

1997年 273  1,000  14,501  20,813  
1999年 269  1,036  13,894  19,803  
2002年 269 1,086 13,970 20,835 

2004年 252  1,017  13,308  19,761  

2007年 241 959 12,451 19,488 

2012年 41 180 X 5,097 

大槌町商業統計 
―小売業計― 

被災後、商業機能は戻っていない。仮設商店街の商業店舗は50ほど。 

商業統計より、ただし
2012年は経済センサス 
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大槌・安渡地区 都市計画図 

・旧安渡小学校 
→今後、中央公民館安
渡分館が再建予定 
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施設の多機能化にむけて 

• 浸水の可能性がある危険地域に商業・産業エリ
アを固めたため、住宅再建エリアに「商業」が見
えなくなった 

• 公共施設や商業機能が縮減しているからこそ、
既存施設を活用して、商業にあわせて、「医」
「食」「住」を提供していくことが重要になる 
 

  ⇒施設と空間の多機能化 
  ⇒公共施設に「生業」を埋め込んでいく 
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住 
【物的空間的生活環境】 

居住環境・歩行環境・街並景観 
交通環境・商業施設・コミュニティ施設・オープンスペース・交流の場 

い 

しょく 

じゅう 

医 
【ケア・サポート環境】 

医療・看護・介護・保育・教育・福祉 

食・職 
【社会的生活環境】 

生業・就労・通勤・買物・食事・ 
家事・育児・団らん、語らい、交歓 

東京大学大槌町仮設まちづくり支援チーム 
（代表者：大方潤一郎東大教授）の活動内容 

社会参加 

社会的包摂 

一次予防・健康づくり 

医療・看護・介護 
（公助型地域包括ケア） 

居住環境 
［安全・健康・利便・快適］ 

コミュニティの生活環境インフラの
階層構造 

できるだけ 
空間的に 
近づける 
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2012年3月4日 
大槌中央公民館安渡仮分館 
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